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まちの出来事をお届け

　

２
月
20
日
、
協
力
し
て
家
事
や
育
児

を
し
て
い
る
家
族
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
で
地
域
に
貢
献
し
て
い
る

家
族
を
表
彰
す
る
「
四
国
中
央
市
あ
っ

た
か
家
族
賞
」
の
表
彰
式
が
、
し
こ

ち
ゅ
〜
ホ
ー
ル
で
あ
り
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
市
内
20
地
区
か
ら
選

ば
れ
た
14
家
族
が
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
と

も
に
紹
介
さ
れ
、
篠
原
市
長
か
ら
表
彰

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
他
に

も
、
三
島
高
校
書
道
部
が
「
日
常
の
中

の
愛
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
を
寄

せ
、「
邦
楽
グ
ル
ー
プ
楓ふ

う
が雅
」
が
和
楽

器
を
演
奏
す
る
な
ど
、
受
賞
を
祝
う
素

敵
な
贈
り
物
に
、
会
場
全
体
が
温
か
い

空
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

家
族
の
絆
と
地
域
貢
献
を
讃
え

令
和
６
年
度
あ
っ
た
か
家
族
賞 

表
彰

　

３
月
２
日
、
道
の
駅
「
霧

の
森
」（
新
宮
町
馬
立
）
の
温

泉
施
設
「
霧
の
森 
交
湯
〜
館
」

が
、
約
２
年
の
歳
月
を
経
て

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
こ
の
日
を
待
ち
望
ん

だ
多
く
の
市
民
ら
が
見
守
る

中
、再
開
を
祝
う
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
や
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
目
玉

で
あ
る
足
湯
の
愛
称
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
地
元
の
特
産

品
で
あ
り
、
足
湯
に
も
使
わ

れ
て
い
る
新
宮
茶
に
ち
な
み

「
森
の
足
湯 

茶
ぽ
〜
ん
」
と

名
付
け
ら
れ
た
霧
の
森
の
新

名
所
は
、
新
宮
を
全
身
で
感

じ
ら
れ
る
と
老
若
男
女
か
ら

大
好
評
で
し
た
。

　

ま
た
こ
の
日
は
、
本
市
出

身
の
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
奏
者 

永
易

伶れ
い
な菜
さ
ん
ら
の
演
奏
を
聞
き

な
が
ら
お
茶
を
楽
し
む
茶
会

も
開
か
れ
、
来
場
者
の
五
感

を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

霧
の
森
交
湯
〜
館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

新
名
所
の
名
は
「
森
の
足
湯 

茶
ぽ
〜
ん
」

　

２
月
23
日
、
伊
予
三
島
運

動
公
園
に
一
日
限
り
の
テ
ー

マ
パ
ー
ク
「
ス
カ
イ
ナ
イ
ト

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
四
国

中
央
商
工
会
議
所
青
年
部
が

市
発
足
20
周
年
を
記
念
し
て

企
画
。
マ
ル
シ
ェ
に
は
、
普

段
は
見
か
け
る
こ
と
の
な
い

商
品
が
並
び
、
市
発
足
20
周

年
記
念
ポ
ス
タ
ー
の
モ
デ
ル

を
務
め
た
野
瀬
山
瑞
希
さ
ん

が
所
属
す
る
「
瀬
戸
内
サ
ー

カ
ス
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
が
、

演
劇
や
ダ
ン
ス
を
取
り
入
れ

た
現
代
サ
ー
カ
ス
で
観
客
を

魅
了
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
フ
ィ
ナ
ー
レ

を
飾
っ
た
の
は
、
約
２
０
０

個
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
タ
ン
が
浮

か
ぶ
「
ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン
®
」

で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
放
っ

た
ラ
ン
タ
ン
が
作
り
出
す
幻

想
的
な
光
景
に
、会
場
か
ら
感

嘆
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

四
国
中
央
市
の
未
来
に
輝
き
を

ス
カ
イ
ナ
イ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル



本紙上で紹介できなかっ
た記事や写真は、市ホー
ムページ「まちの話題」
に掲載しています

　

２
月
14
日
、
四
国
電
力

株
式
会
社
（
宮
本
喜
弘
取

締
役
社
長
）
か
ら
、
太
陽

光
発
電
式
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
セ
ン

サ
ー
ラ
イ
ト
３
基
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

　

寄
贈
式
で
同
社
愛
媛
支

店
の
渡
邊
三み

ち
ひ
ろ

知
博
四
国
中

央
営
業
所
長
は
、「
避
難

所
や
夜
間
の
活
動
な
ど
に

役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と

話
し
、
篠
原
市
長
に
寄
贈

品
の
目
録
を
手
渡
し
ま
し

た
。

　

２
月
20
日
、
愛
媛
県
浄

化
槽
協
会
の
加
藤
正
之
会

長
（
写
真
中
央
右
）
ら
が

市
役
所
を
訪
れ
、
ト
イ
レ

排
水
と
生
活
排
水
の
両
方

が
処
理
で
き
る
合
併
処
理

浄
化
槽
の
設
置
促
進
な
ど

を
求
め
る
要
望
書
を
篠
原

市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

加
藤
会
長
は
「
浄
化
槽

は
環
境
に
優
し
く
、
災
害

時
に
は
早
期
復
旧
が
可
能

で
す
」
と
話
し
、
普
及
へ

の
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

災
害
時
に
も
明
か
り
を
灯
し
た
い

四
国
電
力
が
防
災
資
機
材
を
寄
贈

川
や
海
の
豊
か
さ
を
守
る
た
め
に

愛
媛
県
浄
化
槽
協
会
が
要
望
書
を
提
出

　

２
月
17
日
、
自
衛
官
を

志
願
す
る
人
に
情
報
提
供

な
ど
を
す
る
「
自
衛
官
募

集
相
談
員
」
の
委
嘱
式
が

市
役
所
で
行
わ
れ
、
篠
原

市
長
と
自
衛
隊
愛
媛
地
方

協
力
本
部
の
真
部
亮
太
本

部
長（
写
真
前
列
中
央
右
）

か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。
中
学
校
区
ご
と

に
選
ば
れ
た
８
人
の
相
談

員
は
、
今
後
、
地
域
と
自

衛
隊
と
の
架
け
橋
と
し
て

活
動
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
と
国
防
の
架
け
橋

自
衛
官
募
集
相
談
員
に
委
嘱
状
を
交
付

　

２
月
22
日
、
地
域
防
災

力
の
更
な
る
向
上
を
目
指

し
、「
防
災
士
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

設
立
式
に
は
、
市
内
で

活
躍
す
る
防
災
士
44
人
が

出
席
し
、
情
報
を
共
有
す

る
意
義
や
今
後
の
活
動
内

容
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の

語
り
部 

大
谷
慶
一
さ
ん

に
よ
る
講
演
を
通
じ
て
、

防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

意
識
を
高
め
ま
し
た
。

防
災
士
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
設
立

知識をつないで災害に強いまちをつくる知識をつないで災害に強いまちをつくる

　

児
童
の
防
火
意
識
向
上

を
目
的
に
、
四
国
中
央
市

危
険
物
安
全
協
会
（
大
塚

清き
よ
あ
き秋
会
長
）
が
実
施
し
て

い
る
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
、
２

月
12
日
に
消
防
防
災
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
、
応
募
の

あ
っ
た
４
５
１
作
品
の
中

か
ら
最
優
秀
賞
と
優
秀
賞

に
選
ば
れ
た
児
童
３
人

に
、
表
彰
状
と
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

「
気
づ
い
て
か
ら
で
は 

も
う
お
そ
い
」

防
火
ポ
ス
タ
ー
優
秀
作
品
を
表
彰

写
真
右
か
ら
、
最
優
秀
賞 

守
屋
芽め

い
な那
さ
ん
（
中
曽
根
小
・
３
年
）

優
秀
賞 

宇
田
樹じ

ゅ
か花

さ
ん
（
川
滝
小
・
３
年
）、優
秀
賞 

安
藤
颯さ

つ
き葵

さ
ん
（
南
小
・
３
年
）

　

２
月
８
日
、
市
内
の
農

業
者
や
消
費
者
が
一
堂
に

会
し
、
地
産
地
消
の
推
進

を
考
え
る
「
四
国
中
央
農

山
漁
村
ふ
る
さ
と
づ
く
り

大
会
」
が
金
生
公
民
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
生
活

研
究
協
議
会
に
よ
る
地
域

食
材
を
使
っ
た
料
理
が
振

る
舞
わ
れ
た
ほ
か
、
事
例

発
表
で
は
、
北
小
学
校
の

３
年
生
た
ち
が
里
芋
の
収

穫
体
験
を
通
し
て
学
ん
だ

こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

地
産
地
消
で
体
も
心
も
農
業
も
元
気
！

ふ
る
さ
と
の
食
を
考
え
る
大
会
を
開
催
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１
月
の
県
大
会
で
、
38

年
ぶ
り
の
団
体
優
勝
な
ど

の
輝
か
し
い
成
績
を
収
め

た
三
島
高
校
柔
道
部
が
、

３
月
に
日
本
武
道
館
で
開

催
さ
れ
た
「
全
国
高
等
学

校
柔
道
選
手
権
大
会
」
に

出
場
し
ま
し
た
。

　

同
部
の
芝
山
哲
平
主
将

（
２
年
・
写
真
中
央
）ら
は
、

大
会
を
前
に
し
た
２
月
25

日
に
篠
原
市
長
を
表
敬
訪

問
し
、
憧
れ
の
舞
台
で
の

躍
進
を
誓
い
ま
し
た
。

38
年
ぶ
り
の
快
挙
！

三
島
高
校
柔
道
部
が
全
国
大
会
に
出
場

　

２
月
28
日
、
本
市
出
身

で
今
治
精
華
高
校
女
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
所
属
す

る
４
人
の
選
手
が
市
役
所

を
訪
れ
、
１
か
月
後
に
控

え
た
「
全
国
私
立
高
等
学

校
男
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選

手
権
大
会
」（
東
京
都
）

に
懸
け
る
意
気
込
み
を
篠

原
市
長
に
伝
え
ま
し
た
。

　

４
人
は
、「
チ
ー
ム
一

丸
と
な
っ
て
リ
ー
グ
戦
突

破
を
目
指
し
ま
す
」
と
目

標
を
掲
げ
ま
し
た
。

今
治
精
華
高
校
女
子
バ
レ
ー
部
が
全
国
へ

本
市
出
身
の
４
人
が
活
躍
を
誓
う

　

２
月
22
日
、
市
発
足
20
周

年
を
記
念
し
た
Ｖ
リ
ー
グ
公

式
戦「
近
畿
ク
ラ
ブ
ス
フ
ィ
ー

ダ
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
」
が
、
ア

リ
ー
ナ
土
居
（
土
居
町
土
居
）

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
奈
良

ド
リ
ー
マ
ー
ズ
と
の
熱
い
戦

い
が
２
日
間
に
わ
た
っ
て
繰

り
広
げ
ら
れ
、
プ
ロ
選
手
の

迫
力
あ
る
プ
レ
ー
と
手
に
汗

握
る
展
開
に
、
観
客
席
か
ら

は
連
日
大
き
な
歓
声
が
上
が

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
試
合
後
に
は
近
畿

ク
ラ
ブ
ス
フ
ィ
ー
ダ
の
選
手

た
ち
に
よ
る
、
子
ど
も
向
け

の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
が
開

か
れ
、
選
手
た
ち
が
実
際
に

行
っ
て
い
る
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ

ア
ッ
プ
を
体
験
し
た
後
、
選

手
た
ち
と
一
緒
に
ボ
ー
ル
を

使
っ
て
遊
び
ま
し
た
。
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
を
プ
ロ
の
選
手

か
ら
教
わ
る
貴
重
な
機
会
を

子
ど
も
た
ち
は
笑
顔
で
楽
し

み
ま
し
た
。

プ
ロ
の
試
合
を
間
近
で
観
戦

Ｖ
リ
ー
グ
公
式
戦
に
１
５
０
０
人

　

３
月
８
日
か
ら
２
日
間
に
わ

た
り
、
浜
公
園
川
之
江
野
球
場

と
伊
予
三
島
運
動
公
園
野
球
場

で
、鳴
門
高
校
や
岡
山
南
高
校
、

神
戸
学
院
大
学
附
属
高
校
な
ど

の
強
豪
校
を
招
い
た
交
流
試
合

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
発
足
20

周
年
記
念
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
を
締
め
く
く
る
交
流
試
合
で

は
、
川
之
江
高
校
、
三
島
高
校
、

土
居
高
校
・
西
条
農
業
高
校
連

合
が
強
豪
校
を
相
手
に
白
熱
し

た
試
合
を
繰
り
広
げ
、
観
客
た

ち
が
声
援
を
送
り
ま
し
た
。

強
豪
校
が
や
っ
て
き
た

高
校
野
球
に
ぃ
ま
る
交
流
試
合



本紙上で紹介できなかっ
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３
月
５
日
、
エ
リ
エ
ー

ル
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
所

属
す
る
小
中
学
生
６
人
が

市
役
所
を
訪
れ
、
同
月
26

日
か
ら
東
京
都
で
開
催
さ

れ
る
「
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ

ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ

プ
」
に
出
場
す
る
こ
と
を

報
告
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
向
け
て
、
日
々

練
習
に
励
ん
で
い
る
と
話

す
選
手
た
ち
。
そ
の
成
果

が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

エ
リ
エ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

６
選
手
が
水
泳
の
全
国
大
会
に
出
場

　

２
月
21
日
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
の
更
な
る
充
実
を
目
指

し
、
本
市
と
東
京
学
芸
大

学
が
相
互
連
携
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
同
大
学
が
持
つ

Ｖ
Ｒ
（
仮
想
現
実
）
や
Ａ

Ｒ
（
拡
張
現
実
）
な
ど
の

最
新
技
術
を
小
中
学
校
で

活
用
し
、
子
ど
も
た
ち
の

可
能
性
を
広
げ
る
学
び
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
広
げ
る
た
め
に

本
市
と
東
京
学
芸
大
学
が
連
携
協
定

写
真　

東
京
学
芸
大
学 

國こ
く
せ
ん仙

久
雄 

教
育
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
機
構
長
（
右
）

と
市
教
育
委
員
会 

東 

誠 

教
育
長
（
左
）。
東
京
都
小
金
井
市
の
同
大
学
に
て

　

令
和
７
年
度
中
の
開
通
に
向
け
て
建

設
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
市
道
寒
川

中
央
線
に
設
置
さ
れ
た
、「
令
和
橋
」

の
橋
名
板
を
地
元
寒
川
小
学
校
の
児
童

４
人
が
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。

　

卒
業
式
を
前
に
し
た
３
月
13
日
、
４

人
が
見
守
る
中
、
橋
名
板
が
令
和
橋
の

欄
干
に
取
り
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

写
真
右
か
ら
、
石
川
裕
太
さ
ん
（
６

年
）、
加
地
由ゆ

め芽
さ
ん
（
６
年
）、
越
智

翔か
の
ん音

さ
ん（
５
年
）、合
田
杏あ

ん
じ
ゅ珠

さ
ん（
５

年
）

新しい道の
新しい橋の名前を
書いたよ！
市道寒川中央線「令

れ い わ は し

和橋」の
橋名板を小学生がデザイン

　

予
想
は
な
か
な
か
難
し
い
が
、
春

の
訪
れ
と
と
も
に
四
国
中
央
市
の
前

途
に
期
待
を
抱
か
せ
る
市
長
選
挙
に

な
れ
ば
あ
り
が
た
い
と
思
う
。

　

私
も
お
か
げ
さ
ま
で
全
て
満
足
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
み
ん
な
の

支
え
が
あ
っ
て
無
事
終
了
出
来
そ
う

な
雰
囲
気
に
な
っ
て
き
た
。

　

桜
の
花
も
両
目
を
開
け
て
ぱ
っ
ち

り
咲
き
つ
つ
あ
る
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
方
の
お
力
で
今
後

の
四
国
中
央
市
を
占
う
市
長
選
挙
に

な
れ
ば
大
変
あ
り
が
た
い
。
是
非
、

関
係
各
位
も
そ
う
し
た
四
国
中
央
市

の
将
来
を
思
っ
て
、
そ
の
よ
う
に
支

え
て
い
た
だ
け
れ
ば
大
変
あ
り
が
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

　

春
爛
漫
、
桜
の
花
が
咲
き
誇
っ
て

い
る
。

　

新
年
が
来
て
豆
ま
き
が
終
わ
り
、

桃
の
節
句
も
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

て
行
っ
て
西
の
山
に
か
ぶ
っ
て
い
た

雪
も
ほ
ぼ
消
え
て
い
っ
た
。
寒
い
日

も
あ
れ
ば
温
か
な
日
も
あ
り
、
ま
さ

に
三
寒
四
温
と
い
う
言
葉
通
り
の
気

候
で
あ
る
。

　

市
政
そ
の
も
の
は
３
月
議
会
も
ほ

ぼ
つ
つ
が
な
く
終
了
し
そ
う
な
雰
囲

気
に
な
り
、
あ
と
は
４
月
の
市
長
選

挙
の
結
果
次
第
と
い
う
状
況
に
な
っ

て
き
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
思
惑
も
あ
っ

て
、
必
ず
し
も
思
う
よ
う
に
は
い
っ

て
い
な
い
が
、市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ

て
よ
く
考
え
て
投
票
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
様
相
に
な
っ
て
き
た
。

で
も
結
果
論
的
に
マ
イ
ナ
ス
に
は
な

ら
な
い
、
そ
う
い
う
市
長
選
挙
に
な

る
と
私
は
思
っ
て
い
る
。

春
爛
漫
、
桜
の
花
が
咲
き
誇
っ
て
い
る

四国中央市長　篠 原    実


